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ペネトレータ・システム実証のための小型科学衛星ミッションの提案
A proposal of a small scientific satellite mission to validate penetrator systems
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月内部構造探査用に開発したペネトレータ技術を宇宙実証するための Follow-on Missionとして，小型衛星クラスでの
プロジェクトを提案する．ペネトレータは小型軽量の高速貫入型プローブで，一度の打上げで多点ネットワーク観測を
実現するために有効なツールである．特に，貫入衝撃に耐えられる搭載機器の開発が最も大きな技術的ハードルである．
しかし，ペネトレータによるネットワーク観測を実現するためには，(1)周回衛星からの分離・投下技術，(2)分離姿勢
制御と貫入制御，(3)ペネトレータ－周回衛星間の通信技術，(4)長期間の多点同時観測を実施する運用技術なども必須
である．地球物理学的な月内部構造探査を目的として旧 LUNAR-A プロジェクトではこれらの工学技術を独自に開発し
て地上試験を行ってきたが，End-to-Endでの検証試験や月周回での飛翔実証は行われていない．
　そこで，現在 JAXAで開発中のイプシロンロケット（の増強型）での打ち上げを想定して，3軸姿勢制御型の周回機

と既存の開発技術を極力継承した 2/3スケールの小型ペネトレータ 2機を合わせた 400kg級の衛星システムによる工学
実証計画を検討した．本提案の主たる目的は将来の本格的な　月面ネットワーク観測ミッションに繋げるプレカーサと
するとともに，ペネトレータシステムの小型・軽量化を実現することで月以外の遠い天体への探査に適用する際のテス
トベットの創出であるが，科学観測のケーススタディーとしても未踏地である月裏側の表層環境および浅部構造を探査
するミッション案も合わせて検討した．
　搭載候補機器として，地震計，熱流量計，ガンマ線分光計，加速度計，磁力計が挙げられるが，これらの機器を世

界で初めて月の裏側に設置して科学観測を実施する．特に，Feldspathic Highland Terrainと呼ばれる月面でもっとも古い
地質年代に形成された地殻物質が存在すると考えられている領域については，将来のサンプルリターンの有力候補地点
となっていることからも事前の観測が行われれば極めて有用な情報が得られる．本発表では，小型ペネトレータと衛星
システムの設計案とともに搭載機器の概略，科学目標，運用シナリオなどについて紹介する．
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